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     新型コロナウイルス感染症の労災認定実務要領の改正について 
 

新型コロナウイルス感染症事案の業務上外の判断に当たっては、令和３年５月 11 日

付け事務連絡「新型コロナウイルス感染症の労災認定実務要領について」により、迅速・

適正な事務処理を図ってきたところであるが、昨今の感染状況等を踏まえ、今般、標記

要領を改正したので、今後はこれに基づき適切に対応されたい。 

なお、新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置付けの変更に伴う取扱いについ

ては、追って通知する。 



 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感染症の労災認定実務要領 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年３月 

厚生労働省労働基準局補償課 
職 業 病 認 定 対 策 室 

 



主な改正点 

 

１ 業務と一般生活における感染リスク評価の明確化 

 

２ 行動履歴調査期間の変更（発症前 14 日間→発症前おおむね７日間） 

 

３ 罹患後症状に関する取扱いを追加 

 

４ 本省協議の廃止 

 

５ 各種様式の変更 

 

６ 決定参考例を追加 

 

 

その他、所要の改正を行った。 
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